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1 はじめに

積雪寒冷地における沿道地域の環境問題と，

して、スパイクタイヤ使用に伴う浮遊粉じん

量の増大化がある。本県におい．て［ま昭和58印

11月に「スパイクタイヤ使用自粛指導要綱」

を定めるなど、この問題にとりくんできた。

刈センターでは昭和57年から浮遊粉じん等

の実態に関する調査を行ってきており、その

結果は「迅路近傍における評遊粉じんの実態

について」 1~7)として、毎年年報に渇載してい

る。

この開スパイクタイヤ使用規叫への国内

の動きは、昭相63年 6月公‘古等調整委員会に

おいてスパイクタイヤの製造、販売の中止が

決定され、さらに平成 2年 6月「スハイクタ

イヤ粉じんの発化の防止に1灯する法律」が制

定されるにいたった。このことにより、今後

（まスタッドレスタイヤ、非含屈チェーン等の

普及が進み、道路粉じんの状況が質的、盤的

1こも変化していくものと考えられる。

当センターでは、今年度から 44「間にわた

りスタッドレスタイヤ移行期間及び完全転換

後の浮遊粉しんの濃度変化、成分変化等を把

渥し、沿道地域の大気環境に与える影響を調

査することにしている。今年度はこれまで調

査を実施してきた1也点において、浮遊粉しん

勾の濃度を継続謂査するとともに、これまで

の調査結果から経年変化について報告する。

2 調査方法

2. 1 調査地点

調応也点は図ー 1及ひ図ー 2の 3j也点で、

その慨要い表ー 1のとおりである，う

表—- 1 調査地点の慨要

地
点i
No.1 地点 名 略称
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31環境 技術 センター 1八橋（50m)l地上（芝生）I50 

江 交通］ぶま昭相63年凡凸路交心じンサスによる
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図ー 1 聞査地点（I)
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図ー 2 調査地点(2) . 

2. 2 調裔時期及び凋査内容

調杏時期は半成元年11月、 12月、平成 2印

1月、 3月であり、調査内容は表ー 2のとお

りである。

3 調査結果及び考察

3. 1 浮遊粉じんi農度

各調査地点における浮遊粉じん濃度の経月

変化は表ー 3及び図ー 3のとおりである。

表ー 2 調査内容

胴 在 l・]'[H 使 用 鳳 湘

ハイボリューム・エアサンプラー
乎迩朽｝じん浪1文 （ろ」〖：右炎舷侃ろ（J了、こ500 QA S 

T) 

浮農遊粒子状物佼質
ローボリューム・エアサンフ゜ラー
（ろ砥：ノ、イボ IJュ‘-ム・エアサ
ンフラーと同し）

げ遊扮じん晨四まスパイクタイヤ翌着期て‘

は12月と 3月が高い。八橋地点の道路端では

平均値で 3月が429μg/rn', 12月が488µg/rn•,

茨島地点の 3 月では40lµg/rn• となっている。

装着期間の 1 月に、各地点とも低いi農度を/J~

しているが、 1月の調査期間が他調可期間こ

比べて降雪などにより路面が湿訓また1ま圧可

状態の日が多かったことが、その要因となっ

ている。

表— 3 浮遊粉！ーんii1度の計月変化（＇「成茫年）夏！

｀滋こ
11 ） ］ 

I l2) ] 1 月 r] I] 

茨 ,I"’’ j 
137 2ど： 1]7 401 

(64~2::io) 1 69--178, (4l ~ 99, (3,::¥I ~441) 

八栢i(0 m) 133 4名笞 263 429 
（りS~1」.3 I 124~'.)60) (9(I~47!) （り(l~6可！）

八柏（50m ! 54 I 85 55 116 
, 4 4~ ~70': 

l 
(23~235 (32~75 （且～1い

1 i 1 ,p位いgg/ll., 

丑； 2 ( )内は最い～馘：り値である。
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図ー 3 平成］じ年度舒近粉じん濃度の経月変化
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図ー 4 炭島地点における浮追扮じんの

経年変化

図ー 4、図ー 5に各月ごとによろ茨島およ

び八橋道路端地点の浮遊粉じん1巖皮の経年変

化を示す。スパイクタイヤ非装着間の11月は

年度による変動が小さいが、装着期における

12月、 1月、 3月の変動か大きいことかわか

る。

図ー 6に、昭相57年四以降の各」也点の）］ご

との濃度の平均値をプロットした経月変化図

をぶす。 [9遊粉じん濃度は各調存什度の路面

の乾湿状態などにより大きく変動するが、平

均仙からみると、各地点とも非装凸期の11月
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図ー 5 八橋 (om)地点における汀追

粉じんの経年変化

が昂も低く、装着期の12月、 1月、 3月が高

くなっている。牛打に積雪か1まとんどなくなっ

ている 3月は最も布く、各」也点とも 11月の 2

~2.7倍となっている。

）出俗端からのJi!1甘珊と濃1支J)関係についてみ

ると、図ー 3、図ー 6に示すとおり、八橋道

路端と同50m地）立て晨度とり）対応がみられる

ことから、 50m地点では道路粉じんの影響を

受けているといえる。しかし、そク）濃）文か低

いことから、浮遊粉じんは道路端からの距離

による減只が大きいことかわかるら
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図ー 6 昭和57年度以降の浮遊粉じんの経月変化（平均値）

表ー 4 浮遊粒子状物質濃度の経月変化（平成元年度）
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図ー 7 平成元年度浮遊粒子状物質濃度の経月変化

3. 2 浮辿粒子状物質品度

各調査地点における浮遊粒子状物質濃度の

経月変化は表ー 4および図ー 7のとおりであ

る。各地点とも図ー 3に示した浮遊粉じん濃

度と相似した枡移となっており、スハイクタ

イヤ装着期グ）12月と 3月の濃度か向い。装石

期の 1月が低い嬰5iは、浮遊粉じんと同様、

路而か湿潤、または圧古状態に右った日か多

かったことに起因している。
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図ー 8に、昭和57年度以降の浮遊粒子状物

質の経月変化を示す。浮遊粉じんと同様、ス

パイクタイヤ装着期の 3月がやや高くなって

いるが、他の月については浮遊粉じんほど装

着期と非装着期との間に明確な差異が認めら

れない。

道路端からの距離と濃度の関係をみると、

図ー 7に示すとおり 50m地点では道路端に比

ベ濃度が約1/3~1/2程度となっている。また、

図ー 7、図ー 8からみても、 50m地点て1よス

パイクタイヤ装着期、非装着期間の濃度は30

~50μg/m'と低く、変動幅も小さいことがわ

かる。このことから、浮遊粒子状物質は浮遊

粉じんに比べて、スパイクタイヤ等に伴う道

路粉じんの影響を受けないこと、また、道路

端から離れるけと濃度が低くなるといえる。
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4 まとめ

スパイクタイヤ使用禁止に向かう今後の沿

追地域の大気環境調査として、今印度は浮遊

粉じん濃度および浮遊粒子状物質饂度につい

て調査を行った。その結果、両物質ともスパ

イクタイヤ装着期の12月、 3月が高かった。

また、 1月は道路が湿潤または圧雪の状態の

日が多く、非装着期の11月より低い地点もみ

られた。

昭和57年以降の各月！こついて平比値をとり、

経月変化をみてみると、両物質とも 3月が最

も高く、浮遊粉じん濃支でに、非製着期の 2

~2.7陪となっていることがわがった。

ー』

II 12 3 （月）
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図ー 8 昭和57年以降の浮遊粒子状

物質の経月変化（平均値）
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